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１．研究実績の概要

1. 劣微分作用素理論を軸とした二重非線形発展方程式の可解性定理の導出
赤木と田中により, 変動指数の空間に応用可能な二重非線形方程式の初期値問題の可解性に関する研究成果を
日本数学会において発表するとともに, 原稿を投稿中である。　

2. 一般化された安定性条件下での線形発展作用素の生成定理の導出
サイズ構造モデルの抽象化として出現する, 回帰的な空間における定義域が稠密でない作用素に支配される方
程式について, 松本と田中により, 新たに提案した安定性条件のもとで適切性定理を確立し, 原稿を執筆中であ
る。研究発表論文 [2]は本課題に深く関係する。

3. 準線形楕円型方程式の解構造への双対変分アプローチ
足達は, プラズマ物理学由来のある種の準線形楕円型方程式について, 双対変分アプローチによって導出される
方程式の可解性と解の漸近挙動を明らかにし, 論文を投稿中である。

4. 可積分系の方程式に対する保存則の研究
赤堀は, Intermediate long wave equationとよばれる 2層流体の境界面の運動を記述する可積分系の方程式を
研究した。この方程式に対しては, 線形方程式に帰着する変換が知られている。さらに, この変換を用いて, 可
積分系の特徴でもある無限個の保存則の存在も証明されている。一方, この変換に対する数学的に厳密な定式
化は十分とは言えない。そのため, この変換に関する研究を行い, Miura変換に似た変換を正当化できれば良い
事まで分かった。

5. 端点最大正則性理論の構築
清水は, 熱方程式の半空間で Dirichlet境界条件と Neumann境界条件を満たす解の端点最大 L1-正則性を導出
した。半空間の Besov空間に対し凱旋門型の Littlewood-Paley 2進分解を導入し, 時間優勢領域では時間と半
空間の法線方向の, 接空間優勢領域では半空間の接線方向と半空間の法線方向の概直交性を用いて証明した。

6. Fast Diffusion 方程式の非退化な漸近形の指数安定性の導出
赤木は, 定量的勾配流不等式と非線形拡散方程式に対して精密化されたエネルギー法を新たに開発することで,
Fast Diffusion 方程式のエネルギー解の非退化な漸近形の指数安定性を証明した。この結果は Bonforte-Figalli
(2021) によって開発された非線形エントロピー法よりもシンプルな手法に基づく一方, 得られた結果は収束の
位相や境界の滑らかさに於いて優位性を有する。
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